
○非財務情報として、人口と利用者数を用い、１人あたりの純
行政コストを算出することにより、施設間比較が可能となっ
た。

○固定資産の額は固定資産台帳、地方債の額は起債台帳か
ら、それぞれ対象施設に直接関係する金額を抽出し、計上。

○賞与引当金は平均単価に職員数を乗じて算出。
○執行データ又は仕訳帳から対象施設に関する支出を抽出し、

計上。
○人件費は、平均単価に直接従事する人数を乗じて算出。
○複数施設で契約している光熱水費や施設管理費等、直接

的な経費は配賦（面積や利用者数等の合理的な基準で按
分）しているが、間接経費（人事部門の経費等）は配賦しな
い。

セグメント分析取組事例②（愛知県日進市）

○公共施設等のマネジメント及び行政評価等への活用に向けて、課題の把握や意思決定過程における判断材料の１つとす
ることを目的として、施設別行政コスト計算書及び貸借対照表を作成。

分析の目的

事例概要

○セグメント別財務書類から得られた情報を分析・検証する時間に充てられるよう、令和元年度から導入している行財政シス
テムの運用試行を行い、将来的には、各所管課においても、セグメント財務書類が取り出せるような仕組みをつくり、全庁
的な体制作りに持ち込むことを検討している。

今後の課題・展望等

【作成例】

事業（施設）名やその概要を記載

保有している資産の状況を記載

地方債の情報を記載

施設別財務書類、指標や非財務情報を用いた単位あたりコスト等を記載

○維持管理経費にばらつきが見られるとともに、一部施設においては、今後の更新を見据えた検討が必要ではないかと推測
され、さらに経年比較による分析も行い、施設の保守点検業務等に係る維持管理経費の見直しのきっかけとなった。

セグメント分析結果
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